
「やまなし水素エネルギー社会実現ロードマップ」で示されている水素・燃料
電池関連産業の振興について具体的な道筋を示すもの。

今後成⻑が期待される⽔素・燃料電池産業の集積・育成を図るため、研
究開発拠点等が集積している本県の優位性を活かし、水素・燃料電池
関連産業の集積地「やまなし水素・燃料電池バレー」の実現を目指して、
産学官が連携して進める取り組みの方向性と目標を示す。

２ 研究開発・実証拠点の集積

 FCV／家庭⽤燃料電池／業務・産業⽤燃料電池
の部品供給の3%程度

 ポータブル／バックアップ電源市場の30%程度

やまなし水素・燃料電池バレー戦略⼯程表（案）の概要

⼭梨⼤学燃料電池ナノ材料研究センターをはじめとする研究開発拠点の集積といった本県の強みを最⼤限に活かし、県内企業のポテンシャルが発揮され
る競争⼒の⾼い⽔素・燃料電池関連産業の振興を図るため、次の４つの柱（４Ｉ）で産学官が連携して各種の取り組みを進め、水素・燃料電池関連
産業の集積地「やまなし水素・燃料電池バレー」の実現を目指す。

１ 産学官連携体制

やまなし水素・燃料電池ネットワーク協議会において、具体的な取り組み
の検討、実施、評価、⾒直しを⾏うPDCAサイクルを確⽴し、工程表の目
標達成に向けた取り組みを推進する。

※ 5年に1回程度県内産業の状況調査のうえ、時々の社会情勢、規制適正
化や技術開発等の進捗状況等を踏まえ、必要に応じて⾒直しを検討する

⼭梨燃料電池産業化推進会議

やまなし⽔素・燃料電池ネットワーク協議会

 2009年に、産業界、大学・研究機関、⾏政が連携して、燃料電
池に関連する研究開発、産業の集積・育成を促進することを目的
に設⽴（メンバー：39名）

 ⼤⼿燃料電池システムメーカー、県内企業、研究機関など県内外
の関係者と産学官連携ネットワークを構築

 2015年に、「燃料電池関連産業の集積に向けた取組みに関する
基本協定」に基づき⼭梨⼤学、やまなし産業支援機構、⼭梨県の
三者で設⽴

 県内に集積する研究開発・実証拠点等の関係機関が、相互に連
携することで、面的かつ重層的に関連産業の集積・育成に向けた
取り組みを推進

３ ⾼い技術⼒を有する県内中⼩企業群
 燃料電池を構成する⾦属や樹脂部品に求められる精密な加⼯技
術や⾼精度を要求される製造装置は、本県中小ものづくり企業が
得意とする分野

 本県製造業の主要製品の一つである電子部品・デバイス・電子回
路が部品として⽤いられるなど様々な業種・企業に波及効果を有
する

県内の⽔素・燃料電池関連産業全体で
売上額1,000億円、参入企業数200社、雇用者数5,000人

のシェアを獲得

⼭梨⼤学
 産業界と緊密に連携し
た研究開発

 県内企業への技術移転
の促進

HySUT水素技術センター
 水素ステーション運用実
環境下での試験・評価

 水素ステーション運営等
に係る人材育成

⼭梨県産業技術センター
 燃料電池セルの性能・耐久
性評価

 評価ノウハウを利活⽤した県
内企業の支援

⽶倉⼭電⼒貯蔵技術研究サイト
 太陽光発電で水素を製造・
貯蔵・利⽤するシステム実証

 水素のサプライチェーン構築に
よる県内への水素供給

２０３０年度

拠点の集積
人材の蓄積
技術の蓄積

Incubation Integration InvitationInnovation
⼭梨⼤学の技術
シーズ等の活用

部品供給網
の確⽴

企業・研究機関
誘致

新たなアプリケーション
の事業化

 ビジネスモデル検討
 製品コンセプト検討
 FCアプリケーション
開発

 技術シーズの移転
 FCスタック開発
 産学共同研究
 次世代技術開発

県内企業による
事業化

燃料電池
メーカーの創出

FCV等への部品
供給網の確⽴

企業等の誘致に
よる基盤強化

供給

2030年

2025年

2020年

 ポテンシャルマップ
作成

 ビジネスマッチング

 企業等訪問
 技術ニーズ等収集

 部品等納入
 共同受注
 一貫生産

 事業化
 FCスタック適用分野
拡大

 次世代技術シーズの
技術移転

 事業化
 海外展開
 FCアプリケーション
分野拡大

 誘致

2019年度
中部横断自動⾞道

2027年
リニア中央新幹線

Step1
成功事例創出
ノウハウ蓄積 供給 マッチ

ング

Step2
事業化
グローバル
市場の獲得

⽔素・燃料電池関連産業への本格参入［部品・製造装置が先導］

Step3
市場拡大
収益化

2017年

低炭素社会の実
現に貢献 やまなし水素・燃料電池バレーの実現

燃料電池スタック 燃料電池システム 部品・製造装置

平成３０年３⽉策定予定

工 程 表 の 趣 旨

本 県 の 強 み

工程表の位置づけ ⽬ 標 年 度

ア ウ ト カ ム 推 進 体 制

やまなし水素 ・燃料電池バレーの実現に向けた取 り組みの⽅向性
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